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本計画では、下図に示すようなレイヤーを設定し、各レイヤー上において以下に示すエレメントを操作した。
道路レイヤー　　　　　　　　　　：　なし　
歩道レイヤー　　　　　　　　　　：　なし
宅地と街路の境界レイヤー　　　　：　擁壁・植栽
宅地と宅地の境界レイヤー　　　　：　植栽・光を落とす水平面
宅地と街路の境界から庭レイヤー　：　植栽・外部階段・カーテン
庭レイヤー　　　　　　　　　　　：　ウッドデッキ・旗
軒下レイヤー　　　　　　　　　　：　カーテン・屋外棚
軒下から内部へのレイヤー　　　　：　外壁 (壁面線 )・既存基礎
内部レイヤー　　　　　　　　　　：　なし

宅地と街路が接続する空間におけるエレメントの操作 - 擁壁・植栽・外部階段 -
〈　擁壁　〉
　本計画において、擁壁は街路空間と宅地を分断する大きな要因となっていました。しかし、両者の空間を「分断」することが可能ならば「接続」することも可能ではないかと考えました。団地内において「宅地から街路空間に
かけて接続を試みているように見える」住民の振る舞いとして現れる操作を探し (図 47,50)、発見したこれらの操作は、「宅地と街路の境界レイヤー」上における操作として、本計画でも設計しました ( 図 46,49)。

〈　植栽　〉
　擁壁と並び、街路空間と宅地を分断する大きな要因となっていた敷地内に多くある植栽。これらの植栽が以前の住人 ( 現在の持ち主の義父 ) であった方の趣味であったことや予想以上に種類が豊富であったことから、撤去するの
ではなく、役割に応じた再配置をしました。これらの操作は、「宅地と宅地の境界レイヤー」「宅地と街路の境界から庭の境界レイヤー」上における操作として設計しました。

〈　外部階段　〉
　ワークショップの中で出た参加者からの街路空間における困りごとの一つとして、休憩する場所がないという意見がありました。そこで、街路と宅地が接続する境界部分から階段を始めるのではなく、宅地側にセットバックし、
前述した植栽の再配置の操作を合わせて街路空間における人々が憩う (滞在する )ことができる場所を設けました。これは「宅地と街路の境界レイヤー」「庭レイヤー」までの領域を横断する操作として設計しました (図 48,51)。

〈　植栽の再配置の操作　イブキ　〉
　元々、敷地の北側に配置されてい
た背の高い植栽。背の高さを生かし
て、アプローチの階段横の西側に配
置し、夕方下校時間の子ども達に
とって、陰を生み出す役割として再
配置しました。

〈　植栽の再配置の操作　サツキ　〉
　隣の茫洋との関わりを考えた際
に、設計している建物内からの眺め
を特に意識しました。そこで、茫洋
の前にある植生が豊かな庭との接続
を考えたました ( 図 52,53)。その
際、建物内からの眺めに彩りが不足
していた為、サツキを視線が抜ける
場所に再配置し、建物内からの眺め
を豊かにすることを狙った操作をし
ました。

〈　植栽の再配置の操作　紫陽花と椿　〉
　北側の角地に紫陽花と椿を配置しました。紫陽花は元からこの
場所で夏の街路空間の彩りに一役を担っていました。しかし、夏
がすぎ、冬が近づくと北側のファサードには彩りが不足している
状況でした。そこで敷地内に植えられていた椿を紫陽花と並べる
ように再配置し、年間を通して街路空間の彩ることを狙いました。

〈　敷地境界線上の植栽　〉
　東側の宅地との敷地境界線上には、お隣の方の趣味である植
栽が並べられていました (図58)。これらの植栽は残すことで、
隣の宅地との一体感を残しつつ、お隣の人との交流するきっか
けになると考えました。この操作は「宅地と宅地の境界レイ
ヤー」上における操作として設計しました。

屋内と屋外が接続する空間におけるエレメントの操作 - 既存基礎・外壁 -
〈　既存基礎・外壁　〉
　基礎と外壁の組み合わせは、屋内外を強く規定し、空間を構成するエレメントとして人
の体感に大きな影響を与えます。その性質を生かし、一部分だけ既存基礎の上に外壁を設
けず、壁面線の一部を屋内にセットバックすることで、建具 ( カーテン ) の操作や軒先ラ
インと合わせた効果から屋内のように感じられる内部化した外部空間の創出を狙いました
(図 54)。この操作は「軒下から内部へのレイヤー」上における操作として設計しました。

〈　カーテン　〉
　本計画では、狭い建物内においても1人でいることができる空間が求められました。しかし、
そのような空間を屋内に確保することは難しかったため、屋内のような外部空間を設けるこ
とで、この要望に対して答えようと考えました。その際、本計画では、一般的には屋内外の
境界部分に設置される「カーテン」を屋外に設け、建物の前面を覆うような操作をしました(図
46,60)。建物の内外部の境界上に存在し、内外部を繋げたり、閉じたりすることが容易にで
きる操作性に長けたエレメントであるカーテンの性質を生かし、線形状であった建物の内外
部の境界を設置する位置や素材の操作によって帯形状の領域へと変化させることで屋内外を
繋ぐ曖昧な空間の創出を狙いました。カーテンを設ける際には、外壁からカーテンまでの距
離を、日本の昔ながらの住宅にある「広縁」の寸法を参照し設計しました。
　また、カーテンは和紙で制作することを検討しています。理由として、西郷団地内に和紙
作家の方がおり、施主であるせごだんとも関係性があったことや手漉きで自分たちでも制作
することが可能であることから地域の子どもたちと建築の関わりを作る一つの方法として考
えました。加えて、本計画では、街路空間から建物を眺めた際に、建物内に人が誰かいるの
がわかることが求められました。その要望に対しても、人がいる時はカーテンを閉め、人が
いない時にカーテンを開けることで、建物内に人が滞在しているかを外部に示すことを考え
ました。このカーテンの操作は、「軒下レイヤー」上における操作として設計しました。

宅地と宅地が接続する空間におけるエレメントの操作 - 屋外棚・水平面・カーテン -
〈　屋外棚　〉
　ワークショップの中で、当初から収納スペースをどのように設けるかが問題でした。狭い建物内で
収納だけのスペースを取ることはもったいなく、また、大した収納量も確保することができないので、
カーテンと対照に隣の宅地と接続している南側と東側に収納を確保できる棚を設けることを考えまし
た。しかし、ただ収納するだけの棚ではなく、カーテンと連続して建物を囲むように設置し、子ども
たちが走り回れるような道を作ることで、狭い敷地全体を使って子どもが走り回れる空間を設計しま
した (図 59)。この操作は「軒下レイヤー」上における操作として設計しました。
〈　水平面　〉
　当該敷地は、光が建物内部だけでなく、敷地内にも届きにくい状況でした。この状況は子ども達の
居場所を作る上では好ましくない為、自然光を遮る要因でもある茫洋の外壁を用いて自然光を内部に
まで届ける操作を考えました ( 図 56)。庭に光を導き、そこに彩りのある植栽を配置することで、街
路空間から見た時の場の雰囲気の向上を図り、場所としての価値を取り戻すことを狙いました。この
操作は「宅地と宅地の境界レイヤー」と「庭レイヤー」の２つの領域を横断する操作として設計しました。

物件名　　：茫洋のハナレ
施設名　　：アスノカテ
所在地　　：鹿児島市西陵２丁目 7-7
用途地域　：第二種中高層住居専用地域
施設用途　：シェアキッチン・カフェ・
　　　　　　フリースペース等
主要用途　：交流拠点施設
指定建蔽率：60％
指定容積率：200%
敷地面積　：142.05 ㎡ ( 約 43坪 )
建築面積　：64.3 ㎡ ( 約 20坪 )
延床面積　：78.15 ㎡ ( 約 24坪 )

建蔽率　　：45.27％
容積率　　： 55.02%建築規模　：平家
最高高さ　：3,465mm
軒高さ　　：2,896mm
構造　　　：軽量鉄骨造
建築種類　：改築
施主　　　：地域団体 (せごだん )
想定利用者：地域の子ども達・地域住民・
　　　　　　せごだんメンバー・フリー
　　　　　　ランス・子ども食堂利用者

屋根裏平面図　1/100

図 46: 第 5 回目 (最終 )ワークショップ　最終提案平面配置図　1/50

図 46: 街路から建物内部にかけて設定した境界レイヤーを重ねた平面図　1/50

図49：北側正面　はしごから敷地内に入る子どもの様子

図51：幹線道路側から望む計画敷地と当該建物

図50：はしごによって街路空間と
宅地を接続している操作

図46：擁壁に設置したはしごと植栽によって
　　　  街路との距離感を縮めた北側ファサード

図47：敷地境界を超えて街路空間に拡張している植栽の操作

図52：建物内から茫洋の前庭を望む

図54：基礎と壁面線を操作して内部化した外部空間

図53：建物内から茫洋の前庭を望む

図55：北側から俯瞰した模型

図57：お隣さんとの会話する様子

図 59：屋外棚で遊ぶ子ども達

図48：外部階段部分に設けた憩いの場

図58：隣の宅地との敷地境界線上に並ぶ植栽

図 60：カーテンで建物内の人の有無を示す

図56：茫洋の外壁を用いて庭に自然光を届ける
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